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本研究ユニットでは，有機合成化学的な手段で糖タンパ
ク構造の精密合成をめざしている。糖タンパク質糖鎖は多
様なタンパク質の機能と密接に関係していることが分かっ
ているがその分子レベルでのメカニズムの詳細は未だ不明
である。その研究のため，あるいはそのメカニズムを利用
した新しい生物制御法を確立するためには，均一な糖鎖構
造をもつ糖タンパク質サンプルを自在にデザインし効率的
に合成できる方法が必要である。従来より別個に発展して
きた糖鎖化学とペプチド化学それぞれの技術の長所を融合
して，アミノ酸 100–150残基程度の糖タンパク質の合成を
計画している。有機合成化学でどこまで大きな分子にチャ
レンジできるかを課題としている。

1. 糖タンパク質の合成研究（中原（義），伊藤，中原
（悠），高橋，安東＊1，一柳＊1，高谷＊1，坂元＊1，北條＊1，
田中＊2）
本課題では合成対象として胎盤糖タンパク質ホルモン

hCG，コラゲナーゼ刺激因子糖タンパク質 emmprinの Ig

ドメイン，ヒトインターロイキン 2を取り上げ，研究を展
開した。
このうち emmprinの Igドメインについては糖鎖をもた

ないペプチドおよびアスパラギン結合型 2糖を結合したサ
ンプルを合成したところ，その活性に顕著な差異が観測さ
れ，糖タンパク質糖鎖の生物機能を追究するための好適な
実験系を確立することができた。同系を用いてさらに糖鎖
機能の研究に展開する予定である。

2. 糖タンパク質効率合成のための新規方法論の開発（中
原（義），伊藤，中原（悠），眞鍋，高橋，安藤＊1，北條＊1，
石井＊2）
課題 1を円滑に進めるには，糖化学やペプチド化学の既

知の方法の組み合わせで解決できない多くの問題点に対応
するための新規方法論の開発が求められる。複雑な化合物
の迅速な合成法確立を目的として，固相あるいは可溶性高
分子担体上での糖鎖および糖タンパク質合成とそのための
アリルリンカー，シリルリンカーなど新しいリンカーの開
発を行いその有用性を示した。
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